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　くにびき地区本部総代説明会を６月
14日、営農総合センターで開催しま
した。令和６年度の事業報告、令和７
年度の事業計画、基本方針など主な内
容について報告します。

組合員数（令和7年3月31日現在）� （単位：人、団体、戸）

正組合員 准組合員 合　計 戸　　数
個　人 法人・団体 合　計 個　人 法人・団体 合　計 正組合員 准組合員 合　計
8,690 44 8,734 28,270 128 28,398 37,132 6,703 22,103 28,806

役職員の状況（令和7年3月31日現在）� （単位：人）

役　　員 合　計 職　　員 合　計常勤役員 非常勤役員 総合職 専門職 一般職 （うち営農指導員）（うち本店勤務職員）
2 3 5 201 28 12 20 33 241

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮

総代説明会開催
令和７年度 くにびき地区本部

　

当
日
は
、
総
代
１
３
８
名
の
う
ち
、
94
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱

和
。
そ
の
後
、
日
髙
光
弘
専
務
（
※
当
時
。
現

副
組
合
長
）
が
「
令
和
６
年
度
は
農
林
中
央
金

庫
の
無
配
当
に
加
え
、
金
利
引
き
上
げ
に
よ
る

貯
金
費
用
の
増
大
、
共
済
事
業
に
お
け
る
付
加

収
入
の
減
少
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
下
で
し
た

が
、
営
農
経
済
事
業
改
革
や
店
舗
再
編
等
の
信

用
共
済
事
業
改
革
に
取
り
組
ん
だ
成
果
も
あ

り
、
全
地
区
本
部
と
も
黒
字
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
・
ご
協
力

の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

７
年
度
も
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
本
店
と
地
区
本
部
が
連
携
し
、
全

地
区
本
部
と
も
黒
字
と
な
る
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
各
事
業
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
石
川
寿
樹
組
合
長
の
挨
拶
を
代
読
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
令
和
６
年

度
は
当
地
区
本
部
も
黒
字
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の

賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

連
日
米
に
関
す
る
報
道
が
続
い
て
お
り
、
適
正

価
格
で
の
安
定
供
給
が
、
生
産
者
と
消
費
者
の

相
互
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
安
定
に
繋
が
る
大
事

な
取
り
組
み
と
し
て
集
荷
・
販
売
に
一
層
の
努

力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
本
年
度
は
、
大
幅
な
収
益
減

少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
当
地
区
本
部
は
引
き
続

き
、『
松
江
市
農
業
の
振
興
』『
農
業
所
得
の
増

大
』『
積
極
的
な
地
域
振
興
』
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
が
厳
し
い
状
況
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
農
業
生
産
現
場

に
寄
り
添
い
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
感
謝

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
座
長
に
は
桑
谷
充
男
総
代
長
（
第

４
選
挙
区
・
鹿
島
島
根
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
選
出
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
く
に
び
き
地
区
本
部
の
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
出
席
者
か
ら
意
見
、

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。（
11
ペ
ー
ジ
「
Ｑ
＆
Ａ
」

参
照
）

　

こ
う
し
た
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
く
に
び

き
地
区
本
部
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
役
職
員

一
同
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

くにびき地区本部の概況
令和６年度事業実績（令和6年４月１日から令和7年３月３１日まで）� （単位：千円）

科　　目 6年度実績(A) 6年度計画(B) 計画対比(A-B) 科　　目 6年度実績(A) 6年度計画(B) 計画対比(A-B)
事業総利益 2,915,342 2,838,461 76,881 事業管理費 2,866,436 2,823,107 43,329
信用事業 1,145,675 1,139,929 5,746 事業利益 48,905 15,354 33,551
共済事業 965,239 933,228 32,011 事業外利益 143,938 121,454 22,484
購買事業 304,689 287,920 16,769 事業外費用 37,495 34,787 2,708
販売事業 106,098 96,994 9,104 経常利益 155,348 102,020 53,328
保管事業 9,357 14,390 ▲5,033 特別利益 11,572 5,593 5,979
加工事業 8,354 8,158 196 特別損失 89,235 101,157 ▲11,922
利用事業 100,820 95,569 5,251 税引前当期利益 77,684 6,457 71,227
葬祭事業 276,063 271,691 4,372 法人税・住民税等 12,583 4,471 8,112
宅地等供給事業 15,942 16,982 ▲1,040 当期剰余金 65,101 1,986 63,115
その他事業 1,307 207 1,100
指導事業 ▲18,206 ▲26,608 8,402 　 ※本店配賦を含む。

日髙専務

越野本部長

桑谷座長

102025.8 2025.8

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報



青山嘉夫総代

永江りえ総代 坂本勝美総代

Ｑ
１　

青
山
嘉
夫
総
代

（
朝
酌
）

　

Ｊ
Ａ
の
施
設
で
あ
る
朝

酌
の
茶
工
場
に
つ
い
て
、

「
組
合
施
設
の
状
況
」
欄

に
記
載
が
な
い
が
、
遊
休

資
産
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
１　

日
髙
専
務

　

地
域
の
施
設
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ご
意
見

で
す
が
、
主
な
共
同
利
用
施
設
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
稼
働
し
て
い
な
い
施
設
は
掲
載
し
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
固
定
資
産
台
帳
に
お
い
て
は
管
理
し

て
い
ま
す
。

Ａ
１　

越
野
本
部
長

　

旧
朝
酌
茶
工
場
に
つ
い
て
は
、
不
稼
働
資
産
と
し
て

お
り
、
現
在
「
く
に
び
き
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お

い
て
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
２

　

購
買
品
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
手
数
料
率
は
ど
の
よ

う
な
取
り
扱
い
な
の
か
。
肥
料
等
が
高
騰
し
て
お
り
、

手
数
料
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
業
績
還
元
に

よ
り
組
合
員
に
還
元
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
２　

日
髙
専
務

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
取
り
扱
っ
て
い
る
統
一
的
な
肥
料
や

農
薬
の
当
用
価
格
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
を
統
一
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
各
地
区
本
部
で
業
績
還
元
や
大
口

奨
励
等
が
あ
る
場
合
は
、
地
区
本
部
ご
と
で
価
格
を
設

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
手
数
料
が
異
な
り

ま
す
。
牡
丹
等
の
地
区
本
部
特
産
品
に
つ
い
て
は
、
く

に
び
き
地
区
本
部
の
価
格
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

手
数
料
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
購
買
品
、
資
材
等
に

つ
い
て
は
、
原
価
が
上
が
れ
ば
手
数
料
は
増
加
し
ま
す

が
、
小
売
価
格
は
、
市
中
の
価
格
動
向
を
見
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
安
価
で
組
合
員
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
３　

坂
本
勝
美
総
代
（
宍
道
）

　

事
業
計
画
に
記
載
の
担
い
手
育
成
、
労
働

力
確
保
に
つ
い
て
、
生
産
者
が
減
少
し
て
担

い
手
が
高
齢
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

担
い
手
育
成
、
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
具
体

的
な
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ
３　

日
髙
専
務

　

耕
作
放
棄
地
の
問
題
や
労
働
力
不
足
な
ど
、
顕
著
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
本
部
で
就
農
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
学
生
を
対

象
と
し
た
農
業
研
修
な
ど
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
各

地
域
で
、
農
業
振
興
の
基
盤
確
立
に
向
け
、
次
世
代
の
農
業
者
が
就
農
し

や
す
い
環
境
の
醸
成
に
行
政
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
３　

越
野
本
部
長

　

労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
農
福
連
携
に
取
り

組
み
、
令
和
６
年
度
は
３
経
営
体
が
福
祉
事
業
所
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、
２
法
人
へ
短
期
間
の
農
業

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
規
就
農
者
支
援
と
し
て
就

農
計
画
の
策
定
に
行
政
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
必
要
な

時
に
必
要
な
労
働
力
の
確
保
と
し
て
、
短
期
的
な
バ
イ
ト
に
よ
る
農
作
業

支
援
を
望
む
声
を
集
落
座
談
会
な
ど
で
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
４　

永
江
り
え
総
代
（
宍
道
）

　

備
蓄
米
に
つ
い
て
、
新
米
が
店
頭
で
販
売

さ
れ
た
と
き
に
、
今
後
価
格
が
ど
う
な
る
か

懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
は
時
給
換
算

で
10
円
な
ど
と
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
農
家
に

対
し
て
将
来
が
見
出
せ
な
い
報
道
も
あ
る
。

Ｊ
Ａ
に
は
、
今
後
も
農
家
に
寄
り
添
っ
て
い

た
だ
き
、
生
産
者
と
消
費
者
の
相
互
で
よ
り
良
い
形
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

Ａ
４　

日
髙
専
務

　

米
価
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
米
を
放
出
し
店
頭
価
格
を
下
げ
る
た
め
に
政
府

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
価
格
で
は
再
生
産
価
格
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
３
年
間
の
概
算
金
を
示
し
た
島
根
米
契
約
栽

培
取
引
や
、
概
算
金
の
最
低
保
証
額
を
早
期
に
決
定
し
た
取
り
組
み
を
７
年

度
よ
り
始
め
ま
し
た
。
生
産
者
が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
夢
が
も
て
る
農
業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
が

あ
り
夢
が
あ
る
農
業
に
な
る
よ
う
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
＆
A

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

く
に
び
き
地
区
本
部
運
営
委
員
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
及
び
事
業

運
営
に
関
し
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
地
区

本
部
並
び
に
Ｊ
Ａ
全
体
の
方
針
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
新
た
な
運
営
委
員
会
（
委
員
長
・
諏
訪
智
子
理
事
、

副
委
員
長
・
福
井
繁
久
理
事
）
体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
に
び
き
地
区
本
部

運
営
委
員
会

選
出
地
区
名
等

氏
　
名

備
考

松

江

東

ブ
ロ
ッ
ク

小
林
　
伸
行

川
津

○

古
藤
　
昌
希

朝
酌

松
本
　
広
明

本
庄

藤
原
　
　
薫

持
田

松

江

北

ブ
ロ
ッ
ク

長
野
　
　
博

古
江

清
水
　
秋
廣

秋
鹿

石
倉
　
　
勝

大
野

小
数
賀
安
富

法
吉

松
尾
　
　
衛

生
馬

松

江

南

ブ
ロ
ッ
ク

金
森
　
達
央

津
田

若
林
　
大
徳

竹
矢

田
中
　
鈴
夫

大
庭

宅
和
　
広
己

乃
木

松
浦
　
久
義

忌
部

鹿
島
島
根

ブ
ロ
ッ
ク

桑
谷
　
充
男

鹿
島

新
宮
　
文
雄

鹿
島

平
石
　
　
務

島
根

○

石
川
　
美
徳

島
根

八
束
美
保
関

ブ
ロ
ッ
ク

渡
部
　
文
明

八
束

○

吉
岡
　
敏
弘

八
束

大
西
　
三
郎

美
保
関

東
出
雲
八
雲

ブ
ロ
ッ
ク

岸
本
　
定
朝

東
出
雲

森
廣
　
紀
元

東
出
雲

小
松
原
恭
二

八
雲

○

稲
田
　
　
宗

八
雲

○
は
新
任

任
期
3
年
間

地
区
本
部
運
営
委
員（
31
名
）

選
出
地
区
名
等

氏
　
名

備
考

宍
道
玉
湯

ブ
ロ
ッ
ク

伊
原
　
幸
俊

宍
道

永
江
　
久
夫

宍
道

木
村
　
邦
之

玉
湯

○

国
谷
　
益
雄

玉
湯

女

性

枠

野
津
　
佳
子

橋
北

森
口
　
順
子

橋
南

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
り
５

名
の
地
区
本
部
運
営
委
員
が
退

任
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

選
出
地
区
名
等

氏
　
名

備
考

松
江
東
ブ
ロ
ッ
ク

原
　
　
慶
治

朝
酌

鹿
島
島
根
ブ
ロ
ッ
ク

槇
原
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８．�安定的な販売に取り組むため、収穫前
契約を推進し、米卸業者に対応した品
種転換を進め、集荷数量で「きぬむす
め」787.9ｔ（前年度990.6ｔ）、「つや姫」
573.8ｔ（前年度547.3ｔ）の実績。

９．�良質米生産の推進と売れる米づくりの
実践に向け、「水稲指導会」の開催、
「稲作メール」「稲作情報」による情報
提供を実施し品質向上対策に取り組ん
だ。1等米比率については、収穫時期
の高温による影響で「コシヒカリ」が
13.6％（前年4.3％）と低く、「きぬむす
め」で78.2％（前年76.9％）、全体では
68.8％（前年48.2％）と前年より改善。

10．�地産地消の取り組み
　（１）�新規産直会員の増加に向け「さん

ちょく営農塾」を開講し、20名が
参加。出荷者協議会員は、39名8
団体が新たに加盟し1,110名。

　（２）�産直事業は、「ＪＡ ＦＡＲＭＥＲＳ 
Ａコープたまゆ店」のリニューアル
（11/22・写真）に併せインショッ
プの産直売り場を増床し販売強化
に取り組み、販売額は688,472千円
（前年比100.2％）の実績。

　（３）�産直の品揃えの拡充する取り組み
として、出荷者協議会各支部で野
菜栽培講習会を実施。

　（４）�学校給食の地場産野菜利用率増加
に向け、関係機関・生産者と連携
し、新品目の提案等学校給食への
地場野菜提供を実施。

　（5）�ＪＡしまね統合10年企画として、松
江市農林水産祭をくにびき地区本
部で開催。（11/17・写真）

　（6）�「島根スサノオマジック」のホーム
ゲームで買い物マルシェを開催し、
地元産野菜を販売。（12/7・写真）

11．農畜産物別の取り組み
　（１）�水稲
　　　①�水稲の作柄は、田植え後は概

ね順調に生育。分げつ期～幼穂
形成期は、気温が高く藻類やガ
ス湧きの発生する圃場が散見さ
れ、全体的に茎数が少ない傾
向。出穂期～成熟期となる７～９
月は高温が続き、米の品質に大
きく影響。また、イネカメムシ類
の多発により収穫量が減少。

　　　②�米集荷は、生産者への出荷依頼

1．�ＪＡしまね「第3次農業戦略実践3ヵ年
営農計画」（令和４年度～令和６年度）
の最終年度として、重点実施事項に基
づき、管内の農業振興に取り組んだ。

２．�新規就農者等を対象とした育成研修の
一環として、食農教育や労働力不足解
消に関する学習会を開催。また、新規
就農希望者の就農計画作成等の就農支
援を、島根県・松江市と連携し実施。

３．�担い手サポートセンターを中心に、担
い手経営体に対して、専門家による経
営改善のためのコンサルティングを実
施。また、農林中央金庫およびロー
ンセンターと連携し、経営課題を可視
化、短・中・長期課題に対し、解決策
を提案する担い手コンサルティングを
実施。

４．�法人設立を目指す対象地区について、
関係機関と連携し相談・支援を行い、
２法人が設立。

５．�㈱農協観光企画の「援農ボランティ
ア」を活用し、農作業支援を実施。ま
た、島根県・松江市と連携し農福連携
の取り組みを進め、新たな経営体に福
祉事業所とマッチングを実施。

６．�新規就農者の施設取得に向けた支援
として、リースハウス事業を活用した
取り組みを紹介し、就農がスムーズに
出来るよう取り組んだ。

７．�新規需要米について、飼料用米の作付
面積は63.6ha（前年度83.1ha）。耕畜
連携によるＷＣＳ用稲は96.1ha（前年
度94.1ha）の実績。

令和6年度

令和6年４月１日
�～令和7年３月３１日

事業報告
鳥獣被害対策に係る支援措置の意見要望書提出

（8月6日）
フードバンクしまねあったか元気便に米を寄贈

（6月26日）
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営農指導・販売事業

米 730百万円
野　菜 　921百万円
果　樹 　55百万円
畜産物 　150百万円

主な農産物販売高

など集荷対策を実施し、ＪＡへ
の出荷を促進するものの、申出
数量96,042袋（前年度92,737袋）
に対し、集荷実績66,627袋（前
年度80,786袋）、申出対比69.3%
（前年度87.1％）。

　　　③�役職員による「かがやき舞くにび
き“つや姫（無洗米）”」の新米
キャンペーンを実施。

　　　④�飼料用米生産者を表彰する「く
にびき飼料用米多収コンテスト」
を実施。（12/27・写真）

　（2）�野菜
　　　①�「くにびきキャベツ」は、夏場の

高温・乾燥による定植後の圃場
での枯死や冬季低温による肥大
不良が影響し、販売数量は729ｔ
（前年805ｔ）と減少。

　　　②�新たな振興品目である「くにび
き南瓜」「くにびきレタス」と
高収益作物「島根たまねぎ」の
特産化に向け、新規栽培者の確
保と生産者の所得向上、生産
拡大に取り組んだ。各生産者・
作付面積は、南瓜で48経営体・
7.68ha（前年51経営体・8.8ha）、
レタスで21経営体・4.6ha（前年
25経営体・4.6ha）、たまねぎで
4経営体・3.98ha（前年4経営体・
4.1ha）の実績。また、さつまい
もが安定価格で機械化が図れる
品目として、先行的に共販出荷
を実施。

　　　③�「はまぼうふう」は新規生産者
２名が加わり生産量が拡大。ま
た、広島・岡山・大阪・山陰の各
市場へ出荷し、市場との情報交
換を行い有利販売に取り組んだ。
生産者・作付面積は、7経営体・
0.5ha（前年5経営体・0.4ha）の
実績。

　（3）�西条柿
　　　①�西条柿 ｢こづち｣ は、夏の高温

の影響により、日焼け果の発生
や色付きの遅れ、カメムシ被害
等により出荷量が減少。県内外
市場とサンサン運動を中心に18.7
ｔ（前年度25.0ｔ）の出荷量。

　　　②�東出雲町特産 ｢ ほし柿｣ は瀬
戸内市場、｢あんぽ柿｣ は、広

JA FARMERS Aコープたまゆ店オープン
（11月22日）
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令和6年産米「飼料米多収コンテスト」
（12月27日）

島根スサノオマジックホーム戦で産直販売
（12月7日）

松江市農林水産祭をくにびき地区本部で開催
（11月17日）

営農指導・販売事業

購買事業
1．�生産資材
　（１）�生産資材予約は、組合員宅へ注文

書を直送する「個別配布方式（ダイ
レクトメール）」で、年間3回実施。
また、水稲肥料・農薬の早期予約
取りまとめを実施し、利用高奨励
措置を設け、生産資材供給を拡大。

　（２）�生産資材価格低減対策の一環とし
て、令和6年産水稲資材予約価格
は、県下で共通に採用されている
肥料・農薬を統一品目として、安
価に提供できるよう実施。

　（３）�集落営農組織・認定農業者等の担
い手を対象に、提案型訪問活動を
実施し、超大型規格や低コスト農
薬などニーズに即した資材を提供。

　（４）�廃棄農薬2,406.3㎏、廃棄プラス
チック16,222㎏を回収し、適正処
理による環境にやさしい農業を推
進。

区分 実績 内訳

自動車 254,004千円 車両販売    217,562千円
整備部品      36,442千円

ＬＰ
ガス 267,899千円 供給          248,273千円

ガス器具      19,626千円

生活
資材 85,974千円

シロアリ工事　　55,210千円
テレショップ　　30,394千円
その他　　　　　　 370千円

合計 607,877千円
利用事業（営農）

1．�育苗
　 �水稲苗は、79,867箱（前年度79,978箱）、
野菜苗は、12,538トレー（前年度12,220
トレー）の育苗実績。

２．�米穀乾燥調製施設
　 �カントリーエレベーター「稲蔵」873ｔ
（前年度960ｔ）、南ライスセンター345ｔ
（前年度357ｔ）の処理実績。
３．�無人ヘリ防除
　 �水稲の防除面積は、235.6ha（前年度
240.0ha ）の散布実績。

保管事業
　米の集荷・検査買入数量は、下佐陀倉
庫1,075ｔ（前年度904ｔ）、ライスターミナ
ル「米蔵」923ｔ（前年度1,192ｔ）の実績。
また、穀物検査業務については、国の検
査基準に従い適正な検査を実施。

資産管理・相続相談事業
1．�組合員の資産管理および高齢化・次
世代対策として、資産相談センターは
相続を中心とした相談業務に取り組
み、229件（前年度251件）の相談に
対応。

２．�資産相談センターは、不動産売買3件
（前年度3件）、賃貸住宅建設紹介2棟、
住宅等の改修リフォームを13件（前年
度18件）を実施。また、53棟322室
（前年度53棟322室）の賃貸住宅管理
によるオーナーの負担軽減と空室対
策※空室率8.39%（前年度2.48％）に
取り組んだ。さらに、資産管理協議
会員等へ民法改正や相続税制改正な
どの情報を提供。

葬祭事業
1．�多様化する葬儀形態に合わせ、ご家
族・ご遺族に安心して利用いただける
よう葬儀を施行。

２．�葬儀施行は588件（前年度578件）で、
うち「虹のホール」の会館利用は405
件、会館利用率68.9%（前年度387件、
66.9％）の実績。

３．�葬祭センターでの葬儀無料相談や、
自宅などへの出張相談（56件）に取り
組んだ。

４．�法要ギフト・墓石・仏壇仏具・盆提灯
などの推進を実施。

加工事業
1．�雲州人参
　 �出荷量は40.3kg（前年度75.0kg）の
実績。また、種苗確保に取り組んだ。

２．�茶
　 �一番茶は、３月以降気温の高い日があ
り、芽の伸びも良く摘採量は増加。秋
番茶は、前年並みの摘採量。茶工場
取扱量は、一番茶、秋番茶の合計が
24.2ｔ（前年度22.5ｔ）の実績。また、
全役職員による販売活動（サンサン運
動）を継続実施。

島・京都市場を中心に出荷。加
工時期の天候の影響やカメムシ
被害などにより商品のロスが多
く発生し、出荷量は減少。

　（４）�牡丹
　　　①�お歳暮・正月向けを中心とした

牡丹鉢花は、開花調整期間を順
調に生育。消費者需要に対応す
る数量を確保、出荷量は4,375鉢
（前年度4,622鉢）の実績。

　　　②�苗木用の普通苗は、生産量の減
少により出荷量が5.1万本（前年
度8.3万本）と減少。既存の販売
先との繋がりに重点を置いた販
売に取り組んだ。

　（５）�そば　
播種時期の雨不足による発芽不
良、高温による登熟の遅れ、9月の
大雨による冠水・湿害の影響およ
び帰化アサガオの発生により刈取
不能圃場が多く、前年と比較し収
量が減少。栽培面積は105.2ha（前
年度117.9ha）、収量は26t（前年度
51t）の実績。

　（１）�畜産
　　　①�子牛価格は、前年より落ち着い

てきたことから一定の相場で推
移。子牛出荷頭数は、95頭（前
年度124頭）と前年より減少。

　　　②�和牛繁殖雌牛の生産性向上の
ため、県単・市単事業等の補助
事業を活用し、優良雌牛を13頭
（前年度15頭）導入更新。

　　　③�生乳は、乳量が126ｔ（前年度119
ｔ）、販売高は18,245千円（前年
度16,554千円）の実績。

　　　④�鶏卵は、鳥インフルエンザの影
響により卵価が値上がりはした
ものの、1戸の鶏卵農家廃業に
より、販売高は34,750千円（前
年度44,707千円）の実績。

２．�生活
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年金友の会グラウンドゴルフ大会
（10月22日）

松江市にカーブミラー寄贈
（9月27日）

サンサン女子大開校
（6月1日）
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経営・管理・人事
１．�経営
　（１）�10年後を見据え「めざす姿」とし

て策定した「第3次中期経営計画」
ならびに「第3次農業戦略実践3ヵ
年営農計画」の最終年度として、
各項目の進捗管理と目標達成に向
けた事業改革・業務改善に取り組
んだ。

　（2）�営農・経済事業改革として、9月
にＡコープたまゆ店のリニューアル
に伴い、産直売場を増床し販売

共済事業
１．�組合員・利用者に感謝の気持ちをお伝
えするとともに、絆の強化を目指し、
「３Ｑ活動」を実施。ＪＡ事業や共済
事業に関連した情報提供並びに未請
求案件(手術、自然災害など)の解消を
目的に、26,826人のフォロー訪問活動
を実施。

２．�長期共済契約保有高は、満期契約の
増加や転換契約・解約等により前年
度より減少し、期末保有高は4,620億
円(前年度4,841億円)の実績。

３．�多発する自然災害や火災にもしっかり
備えることができる「建物更生共済む
てきプラス」や、新仕組みの「定期生
命共済（逓減期間設定型）」の積極的
なお知らせ活動を中心に普及活動を
実施。実績ポイント4,595,968P、達成
率101.3％。

４．�短期共済は、自動車共済の新規獲得
および保障内容充実に向け、スマイ
ルサポーター・ＬＡ・安心サポーター
の連携を強化。新規・継続を含めた
契約件数は21,959件（前年度22,000
件）の実績。また、最高水準保障の
クルマスター占有率は28.5％（前年度
28.2％）。

５．�ペーパーレス・キャッシュレス手続きに
よる業務効率化・事務負荷軽減を促
進。オンライン手続きに向けたＷeb
マイページ登録を推進。

６．�社会貢献活動の一環として、「松江
市へのカーブミラー（40基）の贈呈」
（9/27・写真）「管内中学校への反射
材の贈呈（タスキ723本、テープ1,749
枚）」および「スタントマンによる自転
車交通安全教室の開催」など交通安
全意識を啓発。

信用事業
1．�農業と地域、組合員・利用者をつなぐ
金融商品の提供として、夏と冬の定期
貯金キャンペーンを実施。精力的に個
人貯金増強に取り組み、貯金残高は
1,365億97百万円（前年度1,414億41百
万円）の実績。

２．�地域の農業メインバンク機能強化の
取り組みとして、ＴＡＣとの情報連
携強化を図り、低利で利用しやすい
農業資金を提供。新規貸出は82件、
166,568千 円（前年度86件263,485千
円）の実績。

３．�個人貸出金は、住宅・マイカー・教育
ローンを中心に取り組んだ。特に子育
て世帯を中心に、「魅力ある金利」を
提案可能とした「子育て応援宣言」を
引き続き実施。また、貸出金残高は
523億84百万円（前年度529億74百万
円）の実績。

４．�年金指定口座獲得は、受給権が発生
する方への訪問や無料年金相談受付
を随時行い、新規指定口座獲得に取
り組んだ。また、ＪＡ以外の受給者
へ向けた年金指定替活動を実施。年
金受給者数は13,260名（前年度13,553
名）となり、プレ年金受給者層へは
年金予約獲得訪問を行い267件の予約
実績（前年度197件）。

５．�年金友の会の活動は、「日帰り旅行」
の実施と「グラウンドゴルフ大会」を
開催。（10/22・写真）加えて、「第3回
ゴルフコンペ」を開催。

６．�資産形成・資産運用のサポートとし
て、投資信託の販売に取り組み、販
売額は225,393千円（前年度156,791千
円）の実績。

７．�無料税務相談会を管内7会場（開催回
数32回）で開催し、相続･贈与税や所
得税を中心に52件の相談に対応。

強化を図るため同施設で営業して
いた「グリーンショップたまゆ」を
廃止。また、同店の安全性と利便
性の向上を図るため「ＪＡ ＦＡＲ
ＭＥＲＳ Ａコープたまゆ店」にリ
ニューアル。農産物直売コーナー
「くにびきサンサン市場」を約１.７
倍に拡充・販売強化するとともに、
週3回の集荷配送体制を整備。

　（３）�信用・共済事業改革として、５月に
各支店における信用事務改革をす
すめるため「営業店システム」を
導入。また、７月には旧野波店の
解体に伴い、旧野波倉庫跡地を貸
出駐車場に整備しATMを移設。

　（４）�企画総務部門では、3月にJAグリー
ンつだに生花供給拠点を設置し、
葬祭事業と連携することで葬祭花
の安定供給体制の構築。花卉類の
農業生産拡大、農家・組合員の所
得増大および同店の収支改善に取
り組むため、JAグリーンかわつを
JAグリーンつだ直轄とする機構改
革を実施。

　（５）�「くにびき改革推進プロジェクト」
として、当地区本部が抱える諸課
題の解決に向け「不稼働資産流動
化」「ＪＡグリーン・グリーンショッ
プ改革」「米集荷・販売運動」「集
落座談会・集落委員あり方検討」
の4つのプロジェクトに加え、新た
に「くにびき創生」「くにびき協同
サービス体制検討」「有害鳥獣対
策支援」「八束特産振興」の4つの
プロジェクトを設置。解決に向け
た具体策について地区本部運営委
員とともに協議・検討を行い実施
可能なものから取り組んだ。中で
も、不稼働資産流動化プロジェク
トでは、旧野波店の解体に着手し、
解体前の同店舗を提供し、救助訓
練を実施。（9/4・写真）

２．�管理
　（１）�「コンプライアンス・プログラム」

に基づく年間行動計画を策定し、
実践。また、コンプライアンス遵
守・不祥事未然防止を強化。　

　（2）�地区本部運営の中核支店である
「東出雲支店」について施設老朽
化と今後の事業展開を考慮し、東
出雲町錦新町の商業集積地へ新

旧野波店を提供し消防救助訓練
（9月4日）
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年金友の会グラウンドゴルフ大会
（10月22日）

女性部玉湯支部設立
（11月9日）

東出雲支店移転オープン
（1月20日）

を開催し、56組176名が参加。
４．�健康管理活動
　 �ＪＡ島根厚生連・行政と連携し、｢特
定健診(集団検診)｣「女性部検診」「胸
部ＣＴ健診」｢腹部超音波検査(腹部
エコー)｣ ｢大腸がん検診｣「乳がん検診
（マンモグラフィ）」を実施。健康づく
り活動や生活習慣病予防および疾病
の早期発見に取り組んだ。また、農業
法人会会員を中心に、担い手人間ドッ
クに取り組んだ。

築移転。（1/20・写真）�
３．�人事
　 �「農業協同組合らしい人づくり、組織
基盤の確立と経営基盤の強化に向け
た人づくり」としてJA島根中央会主催
の各種階層別研修へ参加。また、能
力開発の一環として、各種資格試験に
ついて受験勧奨を実施。さらに、マネ
ジメント能力向上に向け、管理職に目
標管理・人事考課、職場マネジメント
の研修会を実施。

　（4）��女性大学―第7期（サンサン女子
大）を開校し、食と農を主に文
化、福祉など様々な分野のカリ
キュラムを通じて参加者が自己啓
発と交流や親睦を深耕。（6/1・写
真）また、JA事業への関心と参画
を高めることを目的として毎月講
座を開催。

　（５）��組合員加入促進―強固な組織基盤
づくりと次世代の組合員化に向け、
准組合員を中心とした「組合員加
入促進」に取り組み、正組合員は
52名、准組合員は402名が加入。
（資格変更、法人・団体を除く）

　（６）��集落座談会―令和7年1月～2月に
全32会場で開催。参加者は562名
（正組合員461名・准組合員70名・
員外31名）。組合員の参加・参画
が高まるよう「集落座談会・集落
委員あり方検討PJ」や「組合員つ
ながり強化PJ」などの意見を基に
決定し、開催。

２．�広報・教育文化活動
　（１）�ＪＡしまね広報誌 ｢ＪＡしまねびよ

り｣ やホームページなどにより広報
活動を展開。

　（２）�教育文化活動による協同組合の
理解促進を深めるため、「家の光
三誌(家の光・ちゃぐりん・地上)」
「日本農業新聞」など教育資材の
普及を拡大。

　（３）�組合員・地域住民との絆づくりの
一環として「支店だより」を全支
店が発行し、より身近な情報発信
に取り組んだ。

３．�くらしの活動・地域貢献・地域活性化
　（１）�「地域貢献・地域活性化」に取り

組むグループ・団体等の多様な取
り組みについて、2団体を表彰。

　（２）�子どものいる「生活困窮世帯」に必
要な食料などを届ける「フードバン
クしまね“あったか元気便”」に協
力。くにびき女性部が主体となり、
7月と11月に「ひとり一品運動」を
実施。また、各支店単位で食品の
持ち込み運動を展開し、食料提供
に取り組んだ。さらに、松江市農
政会議とくにびき青年連盟と合同
で413㎏の米を寄贈。（6/26・写真）

　（３）�くにびき青年連盟とくにびき女性
部で協力し、「親子いもほり大会」

ＪＡしまね農業振興支援事業・
業績還元資金

１．組織
　（１）�農政会議―関係団体と連携し行政

へ有害鳥獣対策などの要望書を提
出（8/6・写真）するとともに、農
政の諸問題の要望について意見交
換会を実施。また、研修会活動へ
積極的に参加するとともに、松江
市農林水産祭で「米のすくい取り」
を実施し、松江市産米の消費拡大
をＰＲ。

　（2）�青年連盟―地域の幼稚園や島根大
学の学生に対し「田植え・稲刈り
体験」の農業体験実習を実施。ま
た、地域の小学校に対し「イチゴ
の授業」による食農教育に取り組
んだ。さらに、地域住民との「ふ
れあい親子いもほり大会」を開催
し、農業理解を促進。

　（3）��女性部―目的別グループは、3グ
ループ（「文化歴史・趣味」「営農
加工」「健康」）で10講座22回開
催し、延べ633人が参加。県下女
性部の活動として「米一握り運
動」を行い、くにびき女性部とし
て256kgの米を集め、松江市内の
こども食堂、フードバンクへ寄贈。
また、ＪＡしまね広報誌での「くに
びき女性部からのおすすめ料理」
や、山陰中央新報の「かあちゃん
の一押し献立」において料理を
紹介。さらに、玉湯支店が中心と
なり支部設立に取り組み、11月に
玉湯支部が設立。（部員数31名・
11/9・写真）

組織、広報・教育文化活動、
くらしの活動・地域貢献・
地域活性化、健康管理活動1．�ＪＡしまね農業振興支援事業

2．�業績還元

支援名 内容 金額

園芸重点
6品目
産地拡大
支援

キャベツ（苗、肥料）420
千円、たまねぎ（種子）
575千円の支援実施
（支援対象・1農業法人、
認定農業者１名）

995千円

合計 995千円

資金使途 内容 金額

令和
6年産米
出荷奨励

令和５年度の出荷数量
よりも増加した令和６年
度出荷数量に対し、業
績還元より１袋あたり総
合ポイント「100ポイン
ト」を還元。

573千円

肥料農薬
特価販売

ＪＡグリーン・グリーン
ショップなどで、組合
員・利用者が幅広く購
入される肥料と農薬を
厳選し、2割引特売を実
施。また、春作園芸肥
料・農薬予約分（11月Ｄ
Ｍ取りまとめ）につい
ても、該当品目につい
ては2割引特売の対象。

3,962千円

令和6年
松江市
農林
水産祭

スタンプラリーを実施
し、商品として「くにび
きっこ」（産直野菜詰め
合わせ）を50名分用意
し、「地産地消」と生産
者所得増大を目的に実
施。

191千円

ＪＡ事業と
ＪＡくらしの
活動の展開

ご来店感謝デーや農業
祭など、支店運営委員
と実施内容を協議し、
各支店100千円（税込）
を予算として実施。

1,043千円

合計 5,769千円

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」　
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
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めざす姿
（10年後）

総合事業を通じて地域の生活
インフラ機能の一翼を担うとと
もに、様々な活動を通じて、多
様な関係者と連携し、協同の
力で豊かでくらしやすい地域共
生社会の持続的発展に貢献し
ている姿

次世代や地域共生社会の構成
員とともに「食と農を基軸とし
て地域に根ざした協同組合」と
して経営の健全性を確保し、
役割を発揮している姿

①�持続可能な農業の
実現

②�豊かでくらしやすい
地域共生社会の実現

③�協同組合としての
役割発揮

消費者の信頼や実需者のニーズ
にこたえ、食料安全保障の確
保に向けて、安全で安心な国産
農畜産物を環境に配慮しつつ、
安定的に供給できる持続可能
な地域農業社会を確立し、農
業者の所得増大を支える姿

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮

令和7年度

令和7年4月1日
�～令和8年3月31日

事業計画
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 ＪＡしまね 基本方針
　ＪＡしまねでは、「持続的な農業の実現」「豊かでくらしやすい地域共
生社会の実現」「協同組合としての役割発揮」を10年後の「めざす姿」と
して、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの
基本目標のもとで不断の自己改革を実践してきました。
　統合10年を迎えるにあたり、統合メリットを最大限に発揮して、組合
員と地域にとってなくてはならない存在であり続けるため、第４次中期
経営計画ではあらためて2030年に向かって挑戦する「めざす姿」を提起
するとともに、その実現に向けて重点的に取り組む5つの柱を位置付け、
運営体制の見直しを含む改革に取り組みます。

事業環境の変化を踏まえ オール島根で実現に取り組む 体制づくりへ

 

③協同組合としての役割発揮を支える
　組織基盤の強化

 

④健全・強固な経営基盤の
　強化

 

⑤農業・ＪＡへの理解・
　共感の醸成

・農業生産基盤の維持・拡大
・農業所得の増大

②豊かなくらし・地域社会の
　活性化

 

・組合員のくらしへの貢献
・地域社会の活性化・持続的
　発展への貢献

・組合員との関係強化
・ＪＡの仲間づくり

 
 

・組合員・利用者から信頼される組織・業務運
　営の実践
・多様な職員がきやすい・働きたいと感じる
　職場づくり

 

・国民理解の醸成と行動変容に向けた情報発信

持続可能な農業 地域活性化

組織基盤強化

経営基盤強化

理解醸成

①食と農を未来につなぐ
　持続可能な農業の実現 
（３カ年営農計画）

重点的に
取り組む
５つの課題

©よい食P©よい食プロジェクト
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令和7年度事業収支計画（令和7年４月１日から令和8年３月３１日まで）� （単位：千円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
事業総利益 2,797,550 事業管理費 2,786,700
信用事業 1,117,612 事業利益 10,850
共済事業 901,298 事業外利益 127,180
購買事業 293,065 事業外費用 39,353
販売事業 106,274 経常利益 98,677
保管事業 14,255 特別利益 1,793
加工事業 8,536 特別損失 90,773
利用事業 86,636 税引前当期利益 9,697
葬祭事業 278,341 法人税・住民税等 4,948
宅地等供給事業 19,748 当期剰余金 4,749
その他事業 248
指導事業 ▲28,463

項　目 内　容
1. 営農指導員のレベルアップによる営農指導の充実 水稲栽培指導の強化（1等米比率70％）

2. 担い手経営体の経営問題に対応した農業経営支援 農業経営コンサルティング（2件）、専門家派遣（2件）、
集落営農・法人組織設立支援（1件）

3. 実需者からの要望に応える島根米の集荷販売対策の強化 出荷目標数量（コシヒカリ：450t、つや姫：660t、きぬ
むすめ：930t、つきあかり：390t）

4. 園芸重点推進６品目の面積、出荷量の拡大 産地化拡大（キャベツ：32ha、たまねぎ：3.9ha、ミニ
トマト：0.2ha、アスパラガス：0.4ha）

5. しまね和牛の品質向上による市場平均価格向上 子牛市場平均価格：535千円

6. 地域特産品目による生産振興の強化 生産面積・販売金額（南瓜：7.3ha14百万円、レタス：
5ha10百万円、さつまいも：１ha1.6百万円）

7. 重点特産品目の持続可能な生産と担い手育成支援 牡丹生産量・販売金額（鉢：4千鉢15百万円、苗：４万本
11百万円）

8. 産直販売強化による国消国産の推進 出荷者会員数：1,120名、産直販売額582百万円
9. 関係機関と連携したスマート農業の普及・啓発の実施 技術実証・導入支援（2事業）、研修会・実演会開催（年1回）
10. 市・県と連携した有機農業や資源循環型農業の促進 有機米生産振興：5ha、WCS持続的生産：95ha
11. 行政・関係機関と連携した鳥獣害対策支援 行政へ支援要請、プロジェクト対策支援

1.組合員の拡大とアクティブ・メンバーシップ
※

の確立（※組合員が積極的に組合の事業や活動に参加すること）
2.「くにびき改革推進プロジェクト」による地区本部独自の組織再編・事業改革・業務改善の実施
3.「内部統制システム基本方針」に基づいたリスクの低減とコンプライアンスの徹底
4.専門人材の育成、職場環境の充実（階層別研修会・安全衛生委員会・職場巡回などの実施）
5.「新たな運営体制」への移行に向けた当地区本部で解決すべき課題について協議・検討

〈営農・農業振興〉

〈地区本部運営〉

基本目標 � 農業所得の増大�松江市の農業振興 �積極的な地域振興

くにびき地区本部が掲げる3つのめざす姿
①�県都松江市の地区本部として、JAしまねの中核を担うとともに、
　松江市農業の振興と農業所得増大並びに地域振興の積極的な実践
②�健全・強固な経営基盤の強化と事業収支の黒字化確保
③燦燦と輝く、明るく元気で差別のない職場風土と働きやすい働きがいのある職場の実現
　上記の3つを目指し、組合員・利用者の皆さまと地域にとって必要とされる地区本部となるよう取り組みます。

〈くらしの活動等、生活購買事業（自動車・LPガス）、資産管理・相続相談事業、葬祭事業〉
1. くらしの活動等
　・�女性部・青年連盟と組織活動の強化ならびに支店協同活動の実施
　・「家の光三誌」・「日本農業新聞」の普及活動を通じた教育文化活動の振興
　・広報・ＳＮＳによる情報受発信の強化
2. 生活購買事業（自動車・ＬＰガス）
　・自動車展示会開催や独自キャンペーンの実施（車両販売200台・車検整備760台）
　・�他燃料からガス給湯器への転換とリース活用によるガス機器の普及（供給量

583ｔ）

3. 資産管理・相続相談事業
　・松江市の「新たな土地利用制度」の対応に向けた協議・検討
　・�「相続・事業継承支援」による組合員・利用者とＪＡの世代

を超えたつながりの構築（相談件数200件・研修会実施2回）
4. 葬祭事業
　・多様化する葬儀形態への対応力強化（施行件数580件）
　・他社との連携や遊休資産の有効活用も含めた対策の実施

 くにびき地区本部 基本方針
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（再任・東出雲町）
【地区本部統括（総務・企画管理・信用共済）】

越
こし

野
の

　浩
ひろ

昭
あき

（再任・比津が丘）
【地区本部統括補佐（営農経済）】

中
なか

村
むら

 　隆
たかし

常務理事本部長

執行役員副本部長

菅
すが

井
い

 　一
まこと

理　事
（竹矢町）

三
み

島
しま

　滋
しげ

夫
お

監　事　
（岡本町）

くにびき地区本部の新執行体制決まる！

任
期
満
了
に
よ
り
、
地
区
本
部

役
員
で
あ
る
菅
井
一
理
事
、
本
店

役
員
で
あ
る
三
島
滋
夫
監
事
の
2

名
が
退
任
し
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
役
員

こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
く
に
び
き
地
区
の
本
部
長
に
再
任
さ
れ
、

引
き
続
き
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
本
部

の
発
展
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
お
よ
び
J
A
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
従
前
の
課
題
に
加
え
、
昨

年
起
き
た
「
令
和
の
米
騒
動
」
や
農
林
中
央
金
庫
の
無
配
当
、
さ
ら
に
は
毎
年

記
録
を
更
新
す
る
温
暖
化
な
ど
厳
し
い
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
令
和
７
年
度
は
「
第
４
次
中
期
経
営
計
画
」
な

ら
び
に
「
第
４
次
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農
計
画
」
の
初
年
度
に
あ
た
り

ま
す
。
当
地
区
本
部
の
三
つ
の
目
指
す
姿
で
あ
る
①
松
江
市
農
業
の
振
興
、

②
農
業
所
得
の
増
大
、
③
積
極
的
な
地
域
振
興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
管
理
、
事
業
収
支
の
黒
字
化
確
保
な

ら
び
に
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
強
化
に
一
層
注
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
米
の
価
格
安
定
に
向
け
た
集
荷
販
売
の
強
化
、
有
害
鳥
獣
対
策
の

支
援
、
八
束
特
産
品
の
振
興
、
不
稼
働
資
産
の
利
活
用
推
進
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
事
業
の
再
編
な
ど
、
各
種
「
く
に
び
き
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継

続
・
加
速
さ
せ
、「
適
智
適
策
」
を
講
じ
、
収
支
改
善
と
事
業
性
向
上
を
両
立

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
続
け
る
協
同
組
合
」
と
し

て
、
地
域
と
と
も
に
未
来
を
築
く
姿
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
役
職
員
一
人

ひ
と
り
が
創
意
工
夫
と
丁
寧
な
姿
勢
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
の

「
対
話
」
と
「
つ
な
が
り
」
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
く
に
び
き
地
区
本
部
の
副
本

部
長
に
再
任
さ
れ
、
地
区
本
部
で
は
引
き
続
き
、
営
農
経
済
事

業
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
期
目
と
な
り
ま
す
こ

の
３
年
間
の
任
期
中
は
、
農
業
振
興
・
地
域
の
活
性
化
と
、
安

定
し
た
地
区
本
部
運
営
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。農

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
後
継
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
に
加
え
、
生
産
資
材
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
事
も

あ
り
、
農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、

「
第
４
次
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
計
画
」
で
は
、
県
全
体
で
の

重
点
戦
略
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
、「
担
い
手
確
保
対
応
」

「
米
生
産
・
集
荷
・
販
売
強
化
」「
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
対

策
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、
く
に
び
き
地
区
本
部
独
自
の

重
点
実
施
事
項
と
し
て
、「
地
域
特
産
品
目
の
生
産
振
興
」「
有

害
鳥
獣
対
策
支
援
」
な
ど
に
も
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
に
よ
る
、

地
域
課
題
の
解
決
と
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理　事 就任の挨拶

引
ひき

野
の

千
ち

嘉
か

志
し

（新任・浜佐田町）

昭和34年生。平成30年8月から
（株）まるなつ農園監査役。令和２
年４月から（株）日本農業新聞記者。
（所信）持続可能な農村・農業の
構築に向けて、頼りにされるJA運
営に取り組みます。

主な略歴等

昭和40年生。昭和62年4月松江湖北農協へ入
組。JA松江市、JAくにびきを経て、JAしまね
くにびき地区本部総務部長、企画総務部長、
統括部長、東出雲支店長を歴任。令和2年3
月から令和4年５月末まで本店監査部長。令和
４年６月くにびき地区本部常務理事本部長に就
任。

主な略歴等

昭和42年生。昭和62年4月鹿島農協へ入組。
JA八束郡、JAくにびきを経て、JAしまねくに
びき地区本部営農経済事業改革室長、営農
経済部長を歴任。令和3年9月から令和４年5
月末まで本店米穀園芸部長。令和４年６月くに
びき地区本部執行役員副本部長に就任。

主な略歴等

福
ふく

井
い

　繁
しげ

久
ひさ

（再任・薦津町）

昭和30年生。JAくにびき法吉支店
長、リスク管理室長を歴任。平成
28年4月から令和3年8月末まで（公
社）島根県畜産振興協会事務局
長。令和４年６月くにびき地区本部
理事に就任。
（所信）農業者と地域の声に耳を
傾け、組合員に必要とされ、信頼
されるJAを目指し、努力します。

主な略歴等

諏
す

訪
わ

　智
とも

子
こ

（再任・山代町）

昭和37年生。平成23年4月から松
江市農業委員会委員。平成27年5
月からJAしまねくにびき女性部津
田支部長に就任。令和元年６月本
店（女性枠）理事、くにびき地区
本部理事を歴任。令和５年４月JAし
まねくにびき女性部長に就任。
（所信）JAと組合員や女性の互い
の声をしっかり届けるように、熱意
を持って取り組みます。

主な略歴等

　任期満了に伴う役員改選の承認を受け、次の通りくにびき地区本部の新しい役員体制が決定しました。
　大変厳しい経営環境の中ではありますが、組合員・利用者の皆さまに選ばれ、ご利用いただけるＪＡに向け取り組
んでまいりますので、変わらぬご支援・ご協力をよろしくお願いします。
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О
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イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
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タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮
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松
江
ぶ
ど
う
生
産
組
合
が
発
足
！

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

松
江
市
果
樹
生
産
振
興
協
議
会
設
立
総
会
を
開
催
！

　

く
に
び
き
柿
部
会
、
松
江
ぶ
ど
う
生
産
組
合
な
ら
び
に
、
島
根
県
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
、
松
江
市
と
当
地
区
本
部
の
５
団
体
が
集
ま
り
、
松
江
市
果
樹
生
産
振
興

協
議
会
が
発
足
。
７
月
10
日
に
は
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
松
江
市
果
樹
生
産
振

興
協
議
会
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
松
江
市
に
お
け
る
果
樹
産
地
の
目
指
す
べ
き
具
体
的
目
標
を
定
め

た
「
松
江
市
果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
」
を
策
定
し
、推
進
す
る
事
を
目
的
に
設
立
。

　

冒
頭
、
越
野
浩
昭
本
部

長
が
「
今
後
、
果
樹
産
地

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

く
に
は
、
生
産
者
の
高
齢

化
や
資
材
費
の
高
騰
な
ど

の
課
題
に
、
生
産
者
と
関

係
機
関
が
一
体
と
な
り
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、

第
４
次
農
業
戦
略
と
し
て

果
樹
の
生
産
振
興
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
松

江
市
の
果
樹
生
産
が
よ
り

良
い
方
向
へ
向
か
っ
て
い

く
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨

拶
。
議
事
で
は
、
規
約

や
「
果
樹
産
地
構
造
改
革

計
画
」
な
ど
全
議
案
が
承

認
さ
れ
、
会
長
に
は
、
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
の

窓
口
で
あ
る
越
野
本
部
長

が
、
副
会
長
に
は
、
柿
部

会
の
石
倉
茂
美
会
長
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

松
江
市
内
の
ぶ
ど
う
生
産
者
６
名
が

集
ま
り
、
松
江
ぶ
ど
う
生
産
組
合
が
発

足
。
７
月
３
日
に
は
中
海
干
拓
研
修
セ

ン
タ
ー
で
松
江
ぶ
ど
う
生
産
組
合
設
立

総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
の
ほ
か
島
根

県
東
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
や
松

江
市
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
14
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
松
江
市
内
で
生
産
さ
れ

る
ぶ
ど
う
の
生
産
拡
大
と
販
売
力
強
化

を
目
的
に
設
立
。
栽
培
指
導
の
経
験
も

あ
る
「
未
来
塾
」
の
小こ

室む
ろ

正ま
さ

夫お

さ
ん
が
組
合
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
島
根

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
神
紅
」
や
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
な
ど
の
生
産
拡
大
を

図
り
、
５
年
後
に
は
生
産
者

を
６
名
か
ら
10
名
に
増
や

し
、
約
１
７
０
万
円
の
販

売
額
実
現
を
目
標
に
掲
げ
ま

す
。

　

当
地
区
本
部
の
中
村
隆
副

本
部
長
は
「
松
江
の
ぶ
ど
う

を
食
べ
た
消
費
者
と
生
産
者

が
と
も
に
笑
顔
に
な
る
よ
う

に
、
関
係
機
関
と
共
に
活
動

を
支
援
す
る
」
と
期
待
。
小

室
組
合
長
は
「
生
産
者
で
力

を
合
わ
せ
、
生
産
技
術
の
向

上
や
販
売
力
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
よ
り
高
品
質
な
ぶ
ど

う
を
安
定
し
て
お
届
け
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

松江ぶどう生産組合の組合員
（左から）原隆一さん、小室組合長、㈱まつもとの松本春男代表取締役

～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。

役
員

（
敬
称
略
）

役　

職

所　

属

職　

名

氏　

名

会　

長
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
地
区
本
部

本
部
長

越
野　

浩
昭

副
会
長
く

に

び

き

柿

部

会
会　

長

石
倉　

茂
美

委　

員
松
江
ぶ
ど
う
生
産
組
合
組
合
長

小
室　

正
夫

委　

員
島
根
県
東
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

部　

長

中
尾　

千
秋

委　

員
松
江
市
産
業
経
済
部
農
政
課
課　

長

恩
田　

敏
子

委　

員
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
地
区
本
部
副
本
部
長

中
村　
　

隆 　　　　　（後列左から）中尾委員、中村委員、恩田委員
　　　　　（前列左から）石倉副会長、越野会長、小室委員　
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地
域
農
産
物
の
魅
力
発
信
と
地
域
住
民
の
交
流
の

場
に
し
よ
う
と
、「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

サ
ン
デ
イ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
７
月
27
日
、
Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ
店
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
８
ヶ
月
が
経
ち
、
地

域
に
根
ざ
し
た
継
続
的
な
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し

て
、
Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ
店

と
珈
琲
屋
Ｙ
ｏ
ｒ
ｉ
荘
の
内
田
龍
治
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
。
連
日
の
猛
暑
か
ら
屋
内
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
江
市
内
を
中
心
と
し
た
飲
食
店
や
花

屋
な
ど
が
出
店
し
、
く
に
び
き
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
出
荷
者
協
議
会
も
ブ
ー
ス
を
設
け
産
直
野
菜
を

販
売
し
ま
し
た
。
今
回
の
目
玉
企
画
と
し
て
、
出

店
し
た
飲
食
店
で
は
カ
ボ
チ
ャ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
産
直
野
菜
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
、
好
き
な
野
菜
を
自
分
で
選
ん
で
作
る
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
を
販
売
。
美
味
し

い
地
元
産
の
野
菜
を
使
っ
た
商
品
に
、
来
場
者
も
興
味
深
そ
う
に
手
を
の
ば
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
湯
支
店
で
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
射
的
や
輪
投
げ
の
ほ
か
支
店
職
員
に
よ

る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
を
実
施
。
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
絵
を

描
い
た
り
色
紙
を
貼
っ
た
世
界
に
1
つ
だ
け
の
う
ち
わ
を
嬉
し
そ
う
に
握
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
い
ろ
い
ろ
な
マ
ル
シ
ェ
が
今
は
あ
る
が
、
地
域
の
飲
食
店
が
地
域
の
野
菜
を

使
う
と
い
う
形
が
『
地
産
地
消
』
を
よ
り
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
良
い
な
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
が
重
点
振
興
品
目
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
く
に
び
き
南
瓜
（
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
）」
が
共

販
の
出
荷
時
期
を
迎
え
、
６
月
30
日
に
中
海
干
拓
研
修
セ
ン

タ
ー
で
「
出
荷
目
合
わ
せ
会
」
を
開
催
し
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ

職
員
な
ど
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
」
は
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
と
ほ
っ

こ
り
と
し
た
甘
み
が
人
気
の
品
種
。
同
目
合
わ
せ
会
は
、
県

内
外
の
市
場
に
向
け
て
共
販
出
荷
を
開
始
す
る
た
め
に
、
出

荷
規
格
や
品
質
基
準
、
梱
包
を
確
認
す
る
目
的
で
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、
園
芸
特
産
課
の
犬
山
浩
二
係
長
が
「
収
穫
に
向

け
て
暑
さ
が
増
す
の
で
、
炎
天
下
で
の
作
業
を
避
け
、
室
内

で
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
出
荷
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
１
箱
で
も
多
く
出
荷
を
い
た
だ
き
、
本
年
産

の
美
味
し
い
南
瓜
を
消
費
者
へ
届
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
、
出
荷
の

規
格
や
日
程

に
つ
い
て
説

明
。
参
加
者

は
品
質
基
準

な
ど
を
確
認

し
た
後
、
出

荷
前
の
南
瓜

を
手
に
取

り
、
個
数
毎

の
詰
め
方
の
違
い
や
品
質
基
準
の
目

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
３
月
に
植
え
た
も
の

は
凍
傷
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
収
穫

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
４
月
に
植

え
直
し
を
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
栽

培
管
理
を
続
け
て
収
量
を
確
保
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

サ
ン
デ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
初
開
催
！

　
　

 

～
地
域
の
魅
力
が
集
う
日
曜
朝
の
新
た
な
交
流
拠
点
～

く
に
び
き
南
瓜
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー

共
販
出
荷
に
向
け
て
目
合
わ
せ
会
を
実
施

品質基準について説明をする犬山係長

出荷前の南瓜で目合わせをする生産者

オリジナルうちわを作成

産直野菜もＰＲ

～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮

JAファーマーズ
サンデイマーケット
開催日のお知らせ

JAファーマーズサンデイマー
ケットは、毎月第４日曜日朝
にJA FARMERS Aコープた
まゆ店で定期的に開催を予定
しています。
８月・９月の開催日は下記のと
おりです。
８月24日（日） 
： ８時30分～予定
９月28日（日）
 ： ８時30分～予定
イベントの詳細は、くにびき
地区本部のHPやSNS等でも
ご案内します。ぜひご来場く
ださい！
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だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

く
に
び
き
青
年
連
盟
総
会
開
催　

　
　
　
　
～
絆
を
深
め
一
致
団
結
～

お
米
作
り
の
出
前
授
業

　
　

  

～
青
年
連
盟
が
園
児
と
交
流
～

く
に
び
き
農
業
青
色
申
告
会
が
総
会
を
開
催

　
　
　
　
～
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
～

　

く
に
び
き
農
業
青
色
申
告
会

（
石
倉
由
美
子
会
長
・
85
名
）
は

６
月
25
日
、
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー

バ
ン
ホ
テ
ル
で
税
務
研
修
会
と

令
和
７
年
度
通
常
総
会
税
務
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
松
江
税
務

署
の
浅
見
和
彦
筆
頭
副
署
長
を
講
師
に
迎
え
、「
税
金

の
滞
納
に
つ
い
て
～
国
税
徴
収
法
解
説
～
」
と
題
し

て
研
修
会
を
実
施
。
続
い
て
総
会
で
は
、桂
幹
夫
松
江
・

安
来
地
区
青
色
申
告
会
連
合
会
長
、
く
に
び
き
地
区

本
部
中
村
隆
副
本
部
長
な
ど
の
来
賓
や
会
員
な
ど
10

名
（
委
任
状
出
席
49
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
石
倉
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
青
色
申
告
会

の
果
た
す
役
割
は
重
要
な
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
松
江
税
務
署
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
、

常
に
最
新
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
や
、
指
導
・
相

談
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
会
員
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
一
層
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
。
続
い
て
中
村
副
本
部
長

が
「
今
後
も
簿
記
記
帳
や
税
制

の
知
識
を
研
鑽
さ
れ
、
自
身
の

経
営
の
分
析
を
行
っ
て
安
定
的

な
農
業
経
営
と
な
る
よ
う
、
Ｊ

Ａ
と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
石
倉
会
長
が
議

長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
６
年
度

の
活
動
報
告
や
令
和
７
年
度
の

活
動
計
画
と
収
支
計
画
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総会の様子

総会の様子

田ぐるまの説明をする野津顧問（左）と園児

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
青
年
連
盟

（
上
山
根
有
史
委
員
長
・
74
名
）
は

６
月
26
日
、
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン

ホ
テ
ル
で
第
36
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
上
淳
一
島
根
県
農
協

青
年
組
織
協
議
会
長
、
越
野
浩
昭
本

部
長
な
ど
の
来
賓
や
盟
友
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
島
根
大
学
の

学
生
な
ど
35
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
上
山
根
委
員
長
が
「
米
へ
の
関
心
が
消
費
者
の

中
で
も
高
ま
る
中
、
米
価
を
安
定
さ
せ
、
生
産
者
の
声
を

届
け
る
た
め
に
も
、
相
互
に
絆
を
深
め
、
一
丸
と
な
っ
て

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て

越
野
本
部
長
が
「
農
業
者
が
こ
れ
か
ら
何
十
年
先
も
ご
飯

が
食
べ
て
い
け
る
よ
う
な
、
地
に
足
の
着
い
た
仕
組
み
を

打
ち
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
仲
間
づ
く
り
に
力
を
入

れ
る
な
ど
、
当
地
区
本
部
も
最
大
限
の
協
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
川
津
地
区
の
岩
水
孝
則
盟
友
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
研
修
会

と
し
て
、
７
月
に
開
催
さ
れ
る
島
根
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
に

く
に
び
き
代
表
と
し
て
出
場
す

る
加
藤
善
平
盟
友
が
、「
セ
リ
田

か
ら
飛
び
出
し
て
」
と
題
し
発
表

（
結
果
：
奨
励
賞
）。
続
い
て
上
山

根
委
員
長
が
、
同
連
盟
が
取
り
組

む
４
つ
の
食
育
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
島
根
大

学
生
の
吉
田
初
さ
ん
が
、
島
根
大

学
生
協
が
取
り
組
む
食
育
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
青
年
連
盟
は
７

月
14
日
、
育
英
北
幼
稚
園
つ

き
組
の
園
児
17
名
に
、
お
米

の
種
ま
き
か
ら
食
べ
る
ま
で

を
一
緒
に
学
ぼ
う
と
、
上
山

根
委
員
長
と
野
津
喜
洋
顧
問

が
先
生
と
な
り
、
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
野
津
顧
問
が
、
お

米
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
や

食
事
の
大
切
さ
な
ど
を
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
画
像

を
見
な
が
ら
説
明
。
ま
た
、
稲
・
玄
米
・
白
米
の
実
物
を
手

に
と
っ
て
確
認
す
る
な
ど
、
園
児
た
ち
と
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
園
児
か
ら
は
「
な
ぜ
お
米
は
美
味
し
い
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、「
み
ん
な
の
も
と
に
美
味
し
い
お

米
を
届
け
よ
う
と
沢
山
の
人
が
努
力
を
し
て
い
る
か
ら
」
な

ど
、
盟
友
が
わ
か
り
や
す
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
食
農
教
育
を
す
す
め
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も

雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
を
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
受
け

取
っ
た
園
児
は
「
本
が
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
お
米
に
つ

い
て
勉
強
し
た
く
な
っ
た
」
と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

上
山
根
委
員
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
２
、３
人
か
ら
の
質
問
の

み
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
不
思
議
だ
と
思
っ
た
ら
た
く
さ
ん

質
問
し
て
ね
と
事
前
に
伝
え
た
結
果
、

園
児
全
員
か
ら
手
が
挙
が
り
、
答
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
質
問
が
あ
り
、
と

て
も
良
か
っ
た
と
思
う
。
10
月
に
予

定
し
て
い
る
稲
刈
り
で
も
、
た
く
さ

ん
疑
問
を
持
っ
て
も
ら
い
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

挨拶をする
石倉会長

挨拶をする
上山根委員長

祝辞を述べる
中村副本部長

祝辞を述べる
越野本部長
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燦
燦
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

「
組
織
の
心
を
ひ
と
つ
に
」
つ
な
が
り
を
深
め
る

資
産
管
理
協
議
会
総
会
開
催 

～
次
世
代
対
策
に
取
り
組
む
～

　

く
に
び
き
地
区
本
部
と

１
７
１
の
企
業
、
団
体
で
構
成

す
る
「
燦
燦
会
（
松
浦
嘉
昭
会

長
）」
は
７
月
15
日
、
ホ
テ
ル

一
畑
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

52
企
業
よ
り
１
１
１
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
当
地
区
本
部
が

地
元
企
業
や
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
事
業
の
発
展

と
相
互
の
交
流
を
図
る
目
的
で
平
成
28
年
11
月
に
設

立
。
講
演
会
や
企
業
見
学
会
な
ど
の
各
事
業
を
実
施

し
、
会
員
相
互
の
交
流
促
進
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
開
会
に
先
立
ち
、
松
浦
会
長
が
「
先
程
、
河
合
敦
先
生
に
お

伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
新
し
い
松
江
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
期
待
し
て
い
ま
す
。
短
時
間
で
す
が
、
良
い
研
修
に
な
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
同
会
の
顧
問
で
も
あ
る
越
野
浩
昭

本
部
長
が
「
燦
燦
会
は
１
７
０
社
を
超
え
る
企
業
の
皆
さ
ま
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
お
り
、
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
縁
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
共
存
共
栄
を
図
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
講
演
会
に
移
り
、
歴
史
作
家
で
多
摩
大
学
客
員
教
授
の
河
合
敦

氏
が
、「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
松
江
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
。
出
雲
地
方
を

治
め
た
武
将
を
中
心
に
、
松
江
城
の
概
要
や
歴
代
の
城
藩
主
等
に
つ
い
て

歴
史
に
沿
っ
て
詳
し
く
説
明
。
最
後
は
、
今
秋
放
映
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド

ラ
『
ば
け
ば
け
』
に
触
れ
、
小
泉
八

雲
や
セ
ツ
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
「
地
元
松
江
の

内
容
で
し
た
が
、
知
ら
な
い
こ
と
も

こ
れ
だ
け
あ
る
の
だ
と
気
付
き
、
と

て
も
満
足
感
の
あ
る
講
演
だ
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
く
に
び
き
資
産
管
理
協
議
会
（
松
浦
嘉
昭
会
長
・

１
４
５
名
）
は
７
月
６
日
、
ホ
テ
ル
白
鳥
で
、
第
28
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
中
村
隆
副
本
部
長
や
会
員
等
61

名
が
出
席
。
冒
頭
、
松
浦
会
長
が
「
松
江
市
で
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
土
地
利
用

制
度
に
つ
い
て
、
新
し
い
情
報
を
共
有
し
た
い
と
思
い
、
講
師
を
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。
実
の
あ
る
総
会
、研
修
会
に
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、来
賓
の
中
村
副
本
部
長
が
「
高
齢
化
が
進
み
、相
続
税
へ
の
意
識
も
高
ま
っ

て
お
り
、
年
々
相
談
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
所
有
す
る
資
産
を
通
じ
て
、
次
世
代
と
の
繋
が
り

を
作
り
、
地
域
活
性
化
や
地
域
農
業
の
担
い
手
確
保
に
引
き
続
き
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
原
支
部
の
安
部
知
富
会
員
を
議
長
と
し
て
、
議
事
を
進
行
。
令
和
６
年
度
の
活
動
報
告
や
令
和
７

年
度
の
活
動
計
画
、
役
員
改
選
な
ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
研
修
会
を
行
い
、
松
江
市
よ
り
「
土
地
利
用
制
度

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
（
線
引
き
制
度
の
廃
止
）」、
税
理
士
法
人

錦
織
会
計
事
務
所
の
吉
田
道
夫
税
理
士
よ
り
「
相
続
税
対
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
土
地
利
用
制
度
や
最
新
の
相
続
税
対
策
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
受
講
し
ま
し
た
。

挨拶をする
松浦会長

挨拶をする
越野本部長

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

挨拶をする
松浦会長

総会の様子

笑
顔
と
心
を
整
え
る
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！

            　

 

～
サ
ン
サ
ン
女
子
大
第
14
回
講
座
～

　

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
７
月
５
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ

館
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
講
座
を
開
催
し
、25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
提
携
す
る
山
陰
中
央
新
報
文
化
セ
ン
タ
ー
の

講
師
で
も
あ
る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
お
が
っ
ち
氏
を
迎
え
、
口
角
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
る
印
象
や
脳
へ
の
効
果
、お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
意
見
を
交
わ
す「
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
受
講
。
ま
た
、
緊
張
し
た
時
の
対
処
法
や
大
き

く
感
情
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
時
に
心
を
落
ち
着
か
せ
る
方
法
な
ど
、
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
明
る
く
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
今
日
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」「
講
師
の
ト
ー
ク
に
引
き
込
ま
れ
、ず
っ
と
笑
い
続
け
て
充
実
し
た
時
間
だ
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

口角上げについて
説明するおがっち氏

講座の様子

講演をする河合敦氏

講演を聞く会員の皆さん

役　

職

氏　

名

支
部
名

会　

長

松
浦　

嘉
昭

法
吉
支
部
再
任

副
会
長

仙
田　
　

徹

川
津
支
部
再
任

副
会
長

郷
原　
　

亨

津
田
支
部
新
任

副
会
長

坂
本　

忠
晴

乃
木
支
部
新
任

副
会
長

安
部　

知
富

中
原
支
部
再
任

（
敬
称
略
）
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く
に
び
き
女
性
部
（
諏
訪
智
子
部
長
・
７
４
９
名
）
は
７
月
３
日
、

日
帰
り
親
睦
旅
行
を
実
施
し
、
部
員
43
名
と
越
野
浩
昭
本
部
長
、
Ｊ
Ａ

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
を
出
発
し
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
直
営
の
農
産
物

直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
村
ア
ス
パ
ル
」
を
視
察
。
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
広
い
店
内
に
ぎ
っ
し
り
と
並
ぶ
新
鮮
な
地
元
野
菜

や
果
物
、
加
工
品
な
ど
、
部
員
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い
と
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
芦
津
渓
谷
へ
向
か
う
途
中
に
あ
る
「
み
た

き
園
」
で
、
山
里
の
恵
み
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
山
菜
料
理
を
堪
能
。

自
然
の
豊
か
さ
と
温
か
な
お
も
て
な
し
に
、
心
も
体
も
癒
さ
れ
る
や
す

ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
で
は
、
平
飼
い
卵
「
天
美
卵
」
を
使
っ

た
無
添
加
ス

イ
ー
ツ
や
焼
き

菓
子
な
ど
お
土

産
の
購
入
や
カ

フ
ェ
で
一
息
。

最
後
に
今
年
の

３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
鳥
取
県

立
美
術
館
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部

員
は
、「
初
め
て

行
く
場
所
も
あ

り
、
色
々
な
所

を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
て
参

加
し
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

く
に
び
き
女
性
部
日
帰
り
親
睦
旅
行

　
  

～
自
然
豊
か
な
空
間
で
ご
ち
そ
う
を
味
わ
う
～　

　

く
に
び
き
女
性
部
健
康
グ
ル
ー
プ
（
佐
藤
愛
子

代
表
）
は
７
月
８
日
、営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、「
バ

ラ
ン
ス
御
膳
で
始
め
る
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
」
を

開
催
し
、
女
性
部
員
52
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
心
身
が
衰
え
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
減
少
し
た
状
態
で
、「
健
康
」
と
「
要
介
護
」
の
間
を
指
す
言
葉
。

　

当
日
は
、
モ
ル
ツ
ウ
ェ
ル
株
式
会
社
の
平
井
康
平
管
理
栄
養
士
を
講
師
に
迎
え
、
フ
レ

イ
ル
予
防
の
重
要
性
や
予
防
に
大
切
な
３
つ
の
柱
「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
の
要
因
と
な
る
※
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
危
険
度
を
自

分
で
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
」
に
挑
戦
し
た
り
、主
食
・
主
菜
・

副
菜
の
組
み
合
わ
せ
方
や
バ
ラ
ン
ス
御
膳
の
ヒ
ン
ト
を
聞
き
、
参
加
者
全
員
で
バ
ラ
ン
ス

御
膳
を
実
食
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
お
弁
当
を
見
た
と
き
は
少
な
く
感
じ
た
が
、
食
べ
て
み
る
と
量
も

ち
ょ
う
ど
よ
く
、味
も
お
い
し
か
っ
た
」「
夕
食
が
多
く
な
る
こ
と
が
度
々
あ
る
の
で
、朝
・

昼
・
夜
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を
心
が
け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
池
田
琴
恵
会
長
・
20
名
）
は

７
月
12
日
、
東
出
雲
町
の
中
海
干
拓
地
に
あ
る
「
み
よ
ち
ゃ
ん
農
園
」
の
圃

場
で
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験
を
開
催
し
、部
員
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
み
よ
ち
ゃ
ん
農
園
の
奥
井
裕
介
氏
が
、「
収
穫
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
お
ひ
さ
ま
コ
ー
ン
と
い
う
品
種
。
自
然
な
甘
さ
で
料
理
に
も
合
わ
せ

や
す
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
で
楽
し
め
ま
す
。
１
番
上
に
つ
い
て
い

る
１
番
果
を
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
」と
特
長
や
収
穫
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
後
参
加
者
は
、
葉
が
生
い
茂
っ
た
幹
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
を
一

つ
一
つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。
暑
さ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
わ
ら
か

な
曇
り
空
と
心
地
良
い
風
に
恵
ま
れ
快
適
な
収
穫
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
収
穫
は
一
瞬
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
育
て
る
の
に
多
く
の
時
間
と
苦
労
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
感
謝
し
な
が
ら
美
味
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
味
わ
い
た
い
」
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
手
に
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
御
膳
で
フ
レ
イ
ル
を
予
防
！

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

～
健
康
グ
ル
ー
プ
～

く
に
び
き
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

　
　
　
　

   

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
に
大
満
足
！

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

みたき園で記念写真を撮影する越野本部長(前から２列目１番左)と女性部員

収穫方法を実演してみせる奥井氏（右) 講座の様子

バランス御膳

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

※サルコペニア
　筋力が減少・減弱した状態のこと
　加齢などによって筋肉量が減少し
　たり筋力が低下したりする疾患。
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Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈭
～

日
㈭
～
1100
月月
3311
日
㈮
日
㈮

教
育
文
化
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

　
～
Ｊ
Ａ
に
集
う
全
て
の
人
を
笑
顔
に
～

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
７
月
24

日
、
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
営

農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
教
育
文
化
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、（
一
社
）
家
の
光
協

会
普
及
文
化
本
部
西
日
本
普
及
文
化
局
の
小
出
繁
副
局
長

が
、『
家
の
光
』
な
ど
の
記
事
活
用
事
例
や
今
後
の
編
集

企
画
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
、
令
和
５
年
度
に
行
わ
れ

た
「
全
国
家
の
光
大
会
」
で
最
優
秀
賞
の
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
の
福
田
真
由
美

日
野
東
支
店
長
を
講
師
に
招
き
、「
活
動
の
先
に
あ
る
笑

顔
の
た
め
に
」
と
題
し
、
同
支
店
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
総
務
課
長

を
務
め
て
い
た
受
賞
時
に
新
し
く
取
り
入
れ
た
「
教
育
文

化
活
動
大
賞
」
制
度
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
強
化
に
繋
げ
た

こ
と
、ま
た
『
家
の
光
』

や
『
日
本
農
業
新
聞
』

を
活
用
し
た
取
り
組

み
か
ら
、
新
し
い
密

な
関
係
を
築
き
、
Ｊ

Ａ
に
集
う
全
て
の
人

が
笑
顔
に
な
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
は
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
改
め
て
、『
家
の
光
』

を
隅
々
ま
で
読
ん
で

み
よ
う
と
思
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

講義をする福田支店長

◆お問い合わせ先：JAしまねくにびき地区本部　ふれあい課　TEL 55-3018 
　　　　　　　　　メールアドレス  kunibiki-event.kun@ja-shimane.gr.jp

日時：令和７年10月11日(土)　9:00～9:30  集合・受付
受付：「ＪＡ中海干拓営農センター」  松江市東出雲町錦浜431-2
会場：「中海干拓地」　開会式終了後徒歩にて移動
◆参 加 費：�申込１組６名まで1‚500円（いも収穫袋１枚付）追加袋は１枚500円別途
　　　　　　（当日、現金にて申し受けます）
◆募 集 数：松江市在住の幼稚（保育）園 ･小学生とその保護者（保護者２名まで）150名
◆参加申込：�受付期間内に、ホームページ上に掲載の参加申込フォームにて受付します。
　　　　　　詳しくはくにびき地区本部ホームページでご確認ください。
◆受付期間：令和７年９月１日（月）～令和７年９月12日（金）　
　　　　　　※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
◆ご持参品：移植ゴテ・水筒・敷物をご持参ください。
◆注意事項：�（1）収穫袋は主催者で準備し、受付にて配布します。配布する袋以外での収穫は禁止します。
　　　　　　（2）�本大会は、親子で大自然の中の「ふれあい」を目的に実施しています。大人だけの「芋収穫」の参加

はご遠慮ください。また、クワ・スコップの持ち込みはお断りします。
　　　　　　（3）当日限定緊急連絡先：０９０ー６８３５－５２３３（ふれあい課携帯）
　　　　　　（4）�少雨決行いたします。天候不順等により中止する場合は、当日の午前7:00までに登録いただいたメ

ールアドレスに連絡いたします。
　　　　　　（5）お申込みいただいた個人情報は、今大会のみに使用いたします。
　　　　　　(6）�活動の様子等、撮影した写真は JA広報誌、日本農業新聞、ホ

ームページ、SNS等 JA資料として使用いたします。予めご了
承ください。

《主催：JAしまねくにびき地区本部・JAしまねくにびき青年連盟/共催：JAしまねくにびき女性部/後援：JA共済連・(一社)家の光協会》

第34回ふれあい親子いもほり大会

  9:00～  9:30　集合・受付
  9:30～10:00　開会式・ちゃぐりんクイズ（徒歩にて移動）
10:15～11:15　いもほり
11:15～11:45　表彰式・抽選会・閉会式
★ジャンボいもコンクール　★わくわくプレゼントファーム　★抽選会
★女性部特製いもだんご汁販売

スケジュールスケジュール

錦浜サッカー場●

●
中海YOU

遊公園

いもほり
会場

Ｐ

JA中海干拓
営農センター

ア
イ
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ル
テ
●

コ
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ン
●

J
A
し
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東
出
雲
支
店
●

●ほっかほっか亭

集合・受付

山陰本線

R9R9 至 安来

JAしまね

お申込みはこちらから
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（令和７年8月1日付）

垣
かき
根
ね
　歩
あゆ
美
み

①音楽・カメラ
②感謝
③�組合員の皆さまのお役に立てるよ

う精進してまいります。

安
あ
達
だち
　直
なお
人
と

①温泉
②一期一会
③�人との出会いを大切にし、地域の発

展に貢献していきたいです。

① 趣 味 ･ 特 技 　 　 ② 好 き な 言 葉 　 　 ③ 自 己 Ｐ Ｒ

くにびき地区本部

New FaceNew Face
営農経済部 企画総務部

経営管理課

くにびき地区本部の新しい顔！
中途採用職員をよろしくお願いします。

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
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Ｊ
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ま
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統
合
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周
年
周
年

9月17日水・18日木9月 ふれあい訪問日

※各相談とも無料で
　お受けしています。99

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※9月の土曜営業日は20日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

9 火 税 務 相 談 会 川 津 支 店（TEL：23-2424）10：00～12：00
10 水 税 務 相 談 会 乃 木 支 店（TEL：21-3758）10：00～12：00
11 木 税 務 相 談 会 くにびき支店（TEL：55-3028）10：00～12：00

くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理

今月の
料理人

（前列左から）

（後列左から）

宍道支部のみなさん
・岡

お か

田
だ

　節
せ つ

子
こ

 さん

・小
あ ず き

豆澤
ざ わ

昭
あ き

江
え

 さん

・永
な が

江
え

　りえ さん

・佐
さ

藤
と う

　愛
あ い

子
こ

 さん

旬の秋ナスをたっぷり使ったアレンジま～ぼ～なすは、辛いものが苦
手な方やお子様でも食べられる、ご飯が進むレシピです。お好みで辛
味を足して召し上がってください。長芋のわさび粕漬け和えは、ご飯
のお供やおつまみにぴったりな一品です。ぜひ作ってみてください。
アレンジま～ぼ～なす（４人分）

長芋のわさび粕漬け和え（４人分） 作り方

①�ナスをひと口大の乱切りにする。10 分程度水にさらしてアク抜きをした後、
水気をよくふき取る。

②ニンジン・タマネギをフードプロセッサーでみじん切りにする。
③�フライパンにごま油をひき、合い挽き肉を入れ中火にかけ、時々かき混ぜて
ほぐしながら色が変わるまで５～６分ほど炒める。
④②と塩を加え、さらに炒める。
⑤火が通ったら、Ａを入れて全体をかき混ぜ、味をなじませる。
⑥�①を加え、ナスに油が回るように全体をよく混ぜ合わせ、Ｂとコンソメを入れ
てなじませたら、蓋をして弱火で６～７分ほど加熱する。

⑦ Cの水溶き片栗粉をまわし入れ、ざくっと混ぜてとろみをつける。

①�長芋の皮をむき、ひと口大に切る。
②�切った長芋をラップで包み、電子レンジ
で 5分温める。※加熱時間は適宜調整
する。

③�長芋が冷めてから、わさび粕漬けを和え
る。お好みでカイワレ大根などを添える。

長芋……………………………250g
わさび粕漬け（スーパーなどで売っている
市販品）…………………………100g

作り方

・Ａの肉みそ調味料を入れたら、よく混ぜてしっかりと味をなじませてから、
ナスを加えてください。

ポイント

アレンジま～ぼ～なす、長芋のわさび粕漬け和え

作ってみませんか？作ってみませんか？

ナス………………… 400g
合い挽き肉………… 300g
ニンジン……………… 50g
タマネギ…………… 100g
ごま油…………… 大さじ2
塩………… 小さじ4分の1
コンソメ（粉末）…大さじ1

Ａ：肉みそ用調味料
みそ……………… 大さじ1
ショウガすりおろし

（チューブでもよい）…小さじ1
砂糖… ………… 大さじ1
※一味とうがらし（お好みで）		
……………小さじ４分の1

Ｂ：合わせ調味料
水………………… 150ml
ウスターソース…大さじ1
めんつゆ（4倍濃縮）
………………… 大さじ1
C：水溶き片栗粉
片栗粉………… 大さじ1
水………………… 30ml
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